
  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 46 光合成と呼吸 

 
1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（東京都） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（東京都） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

問 1 結果 1 で，試験管 A の葉の色がヨウ素液によって青紫色に変化したのは，光合成の結果，デンプ

ンが生成したことを示す（くわしくは，p191「用語チェック」塾技 46の 1.光合成・糖類を参照）。 

光合成は葉緑体で行われるため，図 3 の中でアの葉緑体が青紫色に変化する。なお，イは細胞質，

ウは核，エは細胞壁である。 

 ア 

 

 

問 2 試験管 Aと Bの相違は二酸化炭素の有無であり，結果 1より，二酸化炭素がある Aではデンプン

を作り，二酸化炭素がない Bではデンプンを作らないことがわかる。 

一方，実験 2 の試験管 C と D の相違は，オオカナダモの有無であり，C で BTB 溶液の色がオオカ

ナダモのはたらきで変わることを確かめるための対照実験（p191「用語チェック」塾技 46 の 2.対照

実験を参照）として Dが用意されたことがわかる。 

以上より，表のイが適切とわかる。 

また，結果 2 からわかることは，光合成により二酸化炭素が使われて量が減少したということであ

る。BTB溶液（ブロモチモールブルーをエタノールと水に溶かした溶液）の色は茶色がかった深緑

色をしている。ここに，アルカリ性の薬品を少し加えてアルカリ性（うすい青色）にし，息（二酸

化炭素）をふきこんで中性（うすい緑色）にする。こうしてつくった BTB溶液の中にオオカナダモ

を入れて光を当てると，オオカナダモが光合成を行い，溶液に溶けていた二酸化炭素が減って，BTB

溶液がアルカリ性（うすい青色）にもどる。 

 イ，光合成で二酸化炭素が使われて量が減った。 

 

 

問 3 オオカナダモが呼吸をしていることを確かめるには，二酸化炭素を放出していることを確かめれ

ばよい。しかし，オオカナダモが光合成を行うと二酸化炭素を吸収してしまうため，光合成ができない

ように試験管を光が当たらない場所に置く必要がある。呼吸を行い二酸化炭素が放出されると，放出さ

れた二酸化炭素が溶液中に溶け込み，溶液が酸性となるため、試験管 Cでは BTB 溶液の色がうすい黄

色になる。以上より，適切なものは表のエとわかる。 

 エ 

 

塾技 46  補充問題 解答・解説 

 

答 

解 1 

答 

答 



  

 

問 1 それぞれの試験管の相違を考える。試験管 A と Cの相違は二酸化炭素の有無（A は有り，Cはほ

とんど無い）で，それ以外の条件は同じである。結果 1 から，A ではデンプンがつくられ，C では

デンプンがつくられていないことがわかるので，Aと Cを比較することで，光合成でデンプンをつ

くるためには二酸化炭素が必要であることがわかる。一方，試験管 Aと Bの相違は光の有無で，そ

れ以外の条件は同じである。結果 1から Aではデンプンがつくられ，Bではデンプンがつくられて

いないことがわかるので，Aと Bを比較することで，光合成でデンプンをつくるためには二酸化炭

素だけでなく，光が必要であることがわかる。以上より，適切なものはイである。 

 イ 

 

 

 

問 2 植物は，呼吸は常に行うが，光合成は二酸化炭素と光があるときのみ行う。 

実験 2 の（6）では光を当てていないため，光合成は行わず呼吸だけを行い，試験管 D の中の二酸

化炭素は増加する。これを結果 2から確認すると，実験 2の（5）の結果から，光が当たり呼吸より

も光合成が盛んに行われた試験管 Dでは，（1）で吹き込んだ溶液中の二酸化炭素や呼吸で放出され

た二酸化炭素が消費され，（1）で息を吹き込む前の BTB溶液の色にもどっている。これに対し，実

験 2 の（6）で試験管 D が薄い黄色になったことから，呼吸だけが行われたために二酸化炭素が消

費されず，二酸化炭素が増加したことがわかる。 

以上より，適切なものはエである。なお，植物が光合成と呼吸の両方を行っていても，光合成で消

費される二酸化炭素が呼吸で放出される二酸化炭素量より少なければ，二酸化炭素の量は増加する

ことになる。（p191 用語チェック 塾技 46の 3．4．光補償点，光飽和点を参照） 

 エ 

 
 
 

問 3 結果 1 からは，オオカナダモは十分な二酸化炭素の存在下，光が当たると光合成を行い，デンプ

ンをつくることがわかる。一方，結果 3からは，光の当たる量と光合成のはたらきの関係がわかる。

半紙の枚数が多くなるほど光の強さは弱くなり，うすい青色になるまでに時間がかかっている。薄

い青色になるまでの時間がかかるほど，二酸化炭素が消費される時間がかかるということなので，

光合成のはたらきは光が弱いほど弱くなることがわかる。日当たりの悪い場所で成長しにくい植物

（陽性植物）は，日当たりがよい場所では盛んに光合成を行い，成長するために必要なデンプンを

多くつくる。 

 光の量が多くなると光合成が盛んに行われ，成長に必要なデンプンが多く作られるから。 

解 2 

答 

答 

答 


